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1．　 まえが き

　 1 級国道 6 号線工 事 の 中で 松戸 バ イ パ ス 工 事 は 稀有 の

軟 弱地盤層上 の 施 工 なの で ， そ の工 事 に 際 して は い ろ い

ろ の 問題 に 遭 遇 した。本報告書は これ等の 問題 に つ い て

述 べ た もの で あ る 。 とか く現場で は工 期そ の 他 の 関係か

ら工 事が優先し調査研究は そ の後を 追 い か け る事 に な

り，今 に なつ て み る と，不満足の 点 が 多 く，良い 結果 が

得 られなか っ た 事 を あらか じめ御了解願い たい 。 こ の 地

区は 一面に水田地帯で あ り，こ こ に 高さ 8〜10m の 盛土

を施 工 す る の で 当然基礎破壊 が 予想 され ， 既 に 四 ケ 所 の

地点 で 基礎 の 崩壊 が 生 じ，押え盛土 が 各所 で 見 られ る 。

こ の様な地盤 に対して は ，サ ン ドパ イ ル の如き新しい 工

法 も考え ら れ た が ，結局現場 の 状況や経済性 の 関係か

ら，緩速工 法に よ らざる を得なか っ た 。 緩速工 法 と い う

と聞えは よ い が ，結局何 に も手を加えず施 工 を した とい

っ た方が 正 し い で あろ う。
こ の 為先ず岩瀬地区 に お い て

盛 土 高3m 弱 で ， 滑 りを生 じた 。 こ の 危険予報に よ り何

等 か の 手 を 加えね ば ならぬ とい う事 に な り，先ず間隙水

圧を測定 して 盛土 の速度 を管理 し よ うと決定 し た 。 こ の

速度の 統制に よ り一応平衡状態を保 っ た （昭和 32 年 5

月よ り） しか し 33 年 1 月 に は い り （こ の 時の 平均盛 土

高 4．5m ）工 期 の 関係 で か な りの 土量 が は い っ た 。 こ の

故 か ，延長 ］．OO 皿 近 くに 亘 り盛土の 崩壊 が 生 じ，盛土 セ

ン ターに ク ラ ッ ク が 生 じ，これ以上 の施工 は 不可能 と な

っ た の で ，い ろ い ろ考慮 した 結果押え盛土工 法 を 採用 し

法尻 よ り 20m 迄平均厚 2．5m の 押え盛土を施 工 し ， そ

の後無事 に現在 に 至 っ て い る 。 こ の他の 地点例えば小山

地 区 で は 地 盤 は 岩瀬 よ り良好 で ある が ，機械化施工 なの

で 急速 に 盛土が進み，こ れ又 ニ ケ 所に お い て大 きな滑 り

を 生 じた ．こ の地 点 で は 人家 が 存在 し た の で ， 被害を 建

物 に 与え ，
こ れ の 補償上種 々 の 問題を生じた 。 こ の ニ ケ

所 の い ずれ も押え盛土 工 法 に よ っ た が ，こ の 中 1ケ所は

34年 1月 に 滑 り現在押え盛土を施工 中 で あ る 。 結局押え

盛土 の み で こ の よ うな地盤 に 対処 して きた 事 に なる 。 間

際水圧測定 に よ る 速度統制法 に よ る だけで は現在の ご と

き機械化施工 で は
一
寸無理 で あ ろ う。こ の閤題 に つ い て

は 後述 す る 。 以 下岩瀬 地 区で の 土質 の 状況，盛土速度統

図
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制法 に つ い て 述べ る 。

2・ 土質 の 状 況

　前述 の よ うに 松戸 バ イ パ ス は 至 る 所 で 軟弱地盤上 を 通

過 し て い る が ，岩瀬地区は最も悪 い 地盤を有し て い る 。

こ こ で は 延長 1．20　m ，土量 94，000m3 の 盛土 が行わ れ て

い る が ， こ の 地点 を松戸 バ イ パ ス 工 事中の 典 型 的な例 と

し て こ の点に お け る 資料に つ い て 述 べ る 。 先ず盛土 に先

立ち本局試験室に 依頼 して 土 の 物理試験 ， 力学試験を実

施 した c 表一1 に こ の 結果 を 示す。

　表 一1 よ り明らか なよ うに ，非常に 軟弱な もの で こ と

に 腐植土層 は水の中に 「セ ン イ 」 分が 浮い て い る とい っ

た 感 じで あ る 。 こ れ の 地 鬯を模型的に 画 い た の が 図
一2

で ある。
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に 圧密沈下量及び支持力 よ り検討し て盛土

は 危険 で あ る こ とが 明らか で あ る。こ の よ

う な 地盤 （φ＝O） に 盛 土 を す る場合施 工 中

盛土高が ，ある 程度以上 とな っ た時に 基 礎

崩壊 が 生ず る事が 多く， 本地点で も例外 で

は なか っ た。こ の 場合
一
方の 法肩附近 に ヒ

ビ割れ が 生 じて 反対側 の 法尻 よ り外側が 盛

り上 っ た 。 盛 土 の 安定計算をして も無理 で

ある n で は
一

体こ の よ うな地盤 に は ど うや

っ て 盛土 を し て 行けば安全 に 施工 で きる 溜

と い う 問題 が 生ずる 。 しか し粘土 を圧密 し

て 急速 に セ ン 断し た時の 間隙比 と セ ン 断強

さ の対数を プ ロ
ッ トして み る と，一

般 に 図

一3 の よ うに なる事が判っ て い る 。 こ れ か

らわ か る よ うIC圧密 して 聞 隙比 を 小 さ くす

る と セ ン 断強 さ ， すなわ ち 粘着力が 増加 し

て くる。こ の 性質を 利用 して圧密 の 進行速

度 に 合 せ る よ うに 盛土 を し て 行 くのが ，本

工 法 の 主 眼 で あ りこ の 圧密 の 進行度合 を 知

る為に 間隙水圧 の 測定を行 っ た の で あ る c，

こ の 盛土速度 統制 に つ い て ，次節で若干詳

し く触れ て み る 。

4． 軟 弱地 盤上 の 盛土速度統制法

14・8rp・に対し 6・4m （全体の 43％） とい う膨大な沈下

量 とな る 事が推定で き
『
る し ，また 実際沈下板 に よ る沈下

量 の 測定結果 に よ る と，そ の 程度 の 沈下量は 十分起る と

考えられ た 。

3． 支持 力及 び盛土 の 安 定

　 目標 とする構造物 が 地 盤 上 に安定す る に は

　 1 ・支持力 が 十分 で あ る こ と ．

　2・ 底面 辷 りに よ る崩壊 に 対 して 十分なる 粘着力 を 持

　　つ 事が要請される 。 簡単 に 支持力を概算する に は次

　　式 に よ る のが よい
。

　 　 　 　 　 　 　 P ＝5．5C

こ こ の 土質の 支持層 と し て 腐植上層 及 び粘 土 層 を 考 え

る。　C÷ 1．5t！m
！

と

仮定す る と P ＝8・28

tim2 とな る 。 盛土 の

単位容積重量を 1・6

1tm3とすれば 支持力　e

よ りみ た 限界盛土高

iま ，　8．28／1．6÷ 5（皿 ）

とな り支持力 よ りみ

て も急 激な盛土 は 危　　　　　　　　
teg　C

　　　　　　　　　　　　　　　 図
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険 で あ る。こ の よ う

　　　　　　　 1． 初期水圧
一

定な る 時の 粘土層中の 水

圧の 時問的変化 は無限に 拡 が っ た
一

様な粘土層が水平な

平面 で 境 され て い る 時，突 然
一

様 な分布荷 重 が か か っ て

くる と，粘土層巾 の 水圧変化 に 重 大な問題 が 、生 じ て く

る 。

　 こ の 水圧 の 変化は図一4 で表わ され る 。

　 上 層を 透水 層 ， 下層 を不透水層 とし層 の 厚さを h で 表

わす。荷重 q、，を か けた 瞬間 を t＝O で表わす こ の 時 の

　　　　　　　　　　　　　　　　過剰水圧 は Wu − q。
A　：．：・ヤ．：

』
．
』』』
、．11

「
　

’
b　　 Ut

　　　　　　　　　　　　　　　　 で ある （前提条件）

　　　　　　　　　　　　　　　　 t 時間後に 於ける 過

　　　　　　　　　　　　　　　　 剰水圧 w （z ，t）は 表

　　　　　　　　　　　　　　　　面か らの 深さ Z に よ

　　　　　　　　　　　　　　　　 りい ろ い ろと異 り ，

　　　　　　　　　　　　　　　　 図一4 の よ う に な

　　　　　　　　　　　　　　　　 る 。 今過剰水圧 の 各

　　　　　　　　　　　　　　　　点 を 結 ぶ と一
つ の 圧B

　　　　　　　　　　　　　　　　力曲線を得る 。 こ の

　　　　　　　 図
一4

　　　　　　　　　　　　　　　　場合，圧密度 μ は 次

式 で 定義 され る 。
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　圧密 が 進む に つ れ て （μ が 1 に 近 づ く）圧力曲線は 段

々 左 に 移動し最後 （圧密 の 完了 し た 時） に は A
，
B （図一
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一5

5 参照） に な っ て し ま う 。

　従 っ て我々 は 地盤中の 過剰水圧 の分布を知れば そ の μ

を 推定 で ぎる 。 しか し実際に 盛土 を 行 う時 は 荷重 が 段 々

増 して くる の が 普通 で ある 。 従 っ て （1）式は 成立しな い

が ，圧密が ある程度進 め ば （1）式 は 近似的 に成立す る事

が 圧力曲線 の 計算 よ りわか る 。 計算は 繁雑 に な る の で 省

略 した 。

　2．盛土 の 安定計算 及 び安定に 必 要 な 地盤 粘着カ

　
ー

般 に こ の ような地盤に おけ る 盛土 の 破壞は基礎破壊

で あ り図 一6 に 示 した 型 の 破壊 で ある。安定計算 に お い

て ，実際 の 辷 り面を表わす曲線 は 円弧か 対数螺線 で 置き

代え る事 が で き
『
る が ，こ こ で は 円 だけを実際の 辷 り面 に

対 して使う。 図
一6 に お い て 辷 りを 起 させ よ うとする モ

ーメ ン トは 琳 σ （W は斜線内の 重量，G は そ の 重心 ，　 a

は G 点か ら辷 りの 中心 迄 の 距 離） で あ る 。 こ れ に 抵抗す

る モ ー
メ ン トは ，2R ’

CtC で あ る 。 今安定に 必要な最少

粘着力 を Cm とすれ ば ，
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　　　　肌 ＝2R 勉 C摺 が 成 立 す る 。
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　した が っ て ，図
一6 の 場合盛土 の 基礎 破駿 に対す る安

全率 SF は ，

　 　 　 　 　 　 　 C

　　　　
SF 己

「罵
と な る ・

　実際 に 辷 りは SF が最小 の 値を と る辷 り面に 沿 っ て 生

ず・ ・
C
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一撫 で あ り・ ・畷 「

… か … m …
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∂

糸 ・ と し・ J
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を求めれば ，辷 り面が 得 られ る 。

　　　 H （nd
− 1）　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 n2

　 R 一　　　　　　　　 を 代入 し　　　　　　　　　　　　　　　　 ＝leとお き ， 盛 土 の
　 　 　 1− COS 　Ct　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （n α 一1）2

単位体積重 量 を rt とす る と ，　 Cm は 次式 とな る　（計算

省略）

　　・ m
一チ ・2［・2 ・・… − le・・一・・…

L

｝
一 …

（・・

　　　　 ∂ Cm
　　　　　　　 − o とお くと
　 　 　 　 　 ∂α

　　　　（1− cos α ）｛（12丁勘 cos α ＋ （12− k＞｝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

一 （4）　 　 a ＝
　　　　　　　　｛（12 十 k）cos α 一ん｝

　式 （4）を各々 の場合に つ い て 解けば良い 事に なる。 も

ち ろ ん 現場の 地盤 は ，均
一

な もの で な く，又滑 り面 も円

弧か ど うか疑わ しい が ， 余 り難 しい 計算をして もか え っ

て 誤ちが 生ず る と思われた の で 上 記 の よ うな典型的な状

況を仮定して計算した 。 我 々 の 場合 で は η は 1・5 なの で

n ＝1．5 とし，（4） 式 を計算し図一7〜図
一9 を 得 た 。
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− k（1− cos α ）

2
｝とお い た。
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事 がわ か っ た （Cm − O．28　H ） こ の 関係は ， 安全率と し

た時と考え られ るか ら，安全率を 1．4 と し た 時 の 関係は

式 （5） の よ うに な る 。

　　　　 Cm 一〇．28　x 　1．41 ∫一〇．39　H ・・・・・・・・・・・・・・・・・…　（5）

本地 点 で は ，表
一

箸 を み て もわ か る よ うに 韆植 十及 び 軟

粘土が 余 りに 軟弱 の 為，サ ン プ リン グで きない の で ，現

場で ベ イ ン テ ス トを 行 っ た 。 こ の 結果 を 図
一10 に 示

す 。 図中田圃 と書い て あ る所 は 盛土 の影響の ない 所で と

っ た 値 （ベ イ ン テ ス トを 実施 し た 時，既 に盛土 を行 っ て

い た か ら） で あ り，こ れ よ り推定 し て 平均粘着力 を 1・5

t／m2 とし て も安全率 1．4 と して許容盛土高 は 4m 弱で

あ り，所期の 盛 土高に仕上げる に は ，当然圧密に よ る地

盤 の 粘着力 の 増加を期 待 し なければならない
。
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3 ・圧密 に よ る 粘着力 の 増加

推
定

盛
土

底

面
位
置

　　

　粘土層 の セ ン断強 さ は Krey　Tiedeman の 規準 に よ る

Hと ， 次 の 式 で 表わ さ れ る。

　　　　5 ＝Ptan 幹rPctan φo
・・，・…　．，・t−，，…　，・・■…　一一．（6）

し た が っ て 有効応力 ，中立応力，先行圧密応 力に よ っ て

決 定 され ，こ れ等の 値 は 圧 密 の 進行 と共 に 変 化 し て 行

く。 しか し こ れ らの 値を 推定す る事 は非常に 困難 で あ る

の で ，粘 土 層 の圧密 に よ る セ ン 断強さ の 増加 （ま して 腐

植土層に対し て は ） を 正 し く推定する事は で きない
。 又

こ れを 室 内実験に よ り推 定す る 事 も現場で は で きなか っ

た の で やむ を えず文献 よ り， その 資料を求 め た 、、 運研 の

石井博士 あ るい は ，倉田 ，藤 下 氏 の 研究結果よ り，粘着力

と荷重 の 間に は 次の よ うな関係 が ある こ と が わか ．o た 、，

　　　　C ≡（0．25〜O．35）e ・・・…　…・・・・…　一・・・・・・・・…　…（7）

q は荷重強度

　（7）式は次の よ うな事を 意味する 。 今か りに C一〇・3e

として こ れ に 9m の 盛土 （η r1 ・6t／m   を し，これが

無事終了 し，圧密が完了 した 時に ，粘着力 za　C；＝O．3x9

× 16』4．32tlm 鞠 こ な る ，，我 々 は と り合 えず ，こ の 関係

式 （7）を使 っ て，盛 Lの 速度統制を 行 っ た o 〔7）式 の 常

数項の 決定で あ るが ，

　 　 　 　 C÷ O．3

を 仮定した n こ れは 32 年 10 月の 圧密状況 よ りみ て 大

休妥当で あ っ た っ 次 に 盛 土高をH （こ の 場合 ， 見掛 1ナの

盛土高 に 沈 下 暈 を 加えた 値 を 用い た ） とすれ ば ，

　q＝rtH 　一＝　1，6H とな る か ら，（8）に代入 し て 増加粘着

力 （圧密終 了時）Ce は （9）式 で 表わ され る 。

　　　　Ce 二〇．48　H （t！m2 ）一 …・一…………・・・…〔9）

図
一11に 盛 土 高 と ， 増加 粘着力及 び所要粘着力の関係を

示す 。

　　　　腰 麟 階1喫繹 t

〔へ
R

“ 、
己
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鱒

認

i

　　　　　　　　　　 図
．・−11

　しか し （9）式 は 圧密終了時の 値で圧密 が 進行中の 場合

は 成立 しな い 、、今圧密度 X の時の粘着力を C
。

’
とすれ

ば，（10） 式が成立す る もの と す る 。

　　　　C 。

’＝O．48 μ H …・・一・・………・………・・一 （10）

盛土高 H の 時 の 所 要 粘着 力 Cm は ，
　C ．；O．28　ff で あ

る。た だ し こ の 式 の H は見掛 け盛土高である が 沈下量

を 含め た値 を 考 え た。こ の点は 問題 で ある が ，計算の 便

宜上 こ の 方法 に よ っ た 。 こ の時の 盛 土 の基 礎崩壊 に 対す

る ， 安全率 SF は ， （11）式で えられ る 。

　　　　・・一舞 一号器 ・ … 8 ・
…・…一 （…
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し た が っ て そ の 時の 圧密麦が わ か れ ば 安全率 が 推定で き

る 。 こ の た め に は 先ず μ の推定を しなければならない 。

・ ・ 式 （… 定義・れ て ・ る よ ・… 誰 ・ …

こ の Ft は そ の 時刻 に お け る 過 剰水圧 の 分布曲線が えが

ければ求め られ る。後述す る が 間隙水圧計は t ［日田面 よ

り 3m6mgm12m15m の 5 種類 の 深度に 埋 め 込 ん

で ある 、，
Ft ’＝F

。

− Ft と し ，
　 Ft’の 面積 を 悌形公式 よ り

計算す る。F
、
；ψ 殴

＝1．6H で あ り又 屠 14・8m で あ

る か ら ，
F

。 は 次式 で 表 わ さ れ る。

　　　　F
，

− 1．6 × 14 ．8 × H ＝23．7H ・・・・・・・・・・・・・・…　（12）

次 に 各深度の 過剽水圧の 値を 上 よ り Y 、，Y、
…Y 、 とす る と

Ft’は次式 で計算 して求め た 。

　　　　Ft’＝1，5｛二2（YITY ：十 Y3　fY4 ）十 」
・
t／｝
・・・・・・・・…　（13）

・ ・ て ・論 一・一葺一 …… 4・ とな ・ ・

以上盛 十速度の管理 方法 を 述べ て きた が ，結局測定す る

の は 過剰水圧，mb　十一高及び沈下量 で あ る 。 こ れに つ い て

は 後述す る 。 こ の よ うに 毎 日，安 全 率 を 計算 し，管 理 図

を つ くり盛土の 速度を統制 した （昭和 32 年 5 月〜昭和

33 年 2 月） 図
一12 参照 こ こ で

一
番問題 に な る の は 限界

安 全率で あ る 。 我 々 は 当初 12 を考え た。図一12よ りも

明らか で あ るが ，一
度 1 ．2 より下 っ た 時 に 側方隆起 が 局

部 的に 生 じ，こ の 線で 行けるか と 思われ た が ，33年 1 月

19 日に 安 全率 1・28 で大規模な辷 りが 生 じた 。 い ずれに

し て も以 上 の 方法 の 中に も圧密 に よ る 粘着力 の 増加状況

の 仮定，あ る い は ，

一
地点 の 水 圧 の 測定だけ で 全体の 盛

± を云 々 す る 危険 ，聞隙水圧計 の 誤差等検討すべ き問題

が 多 く， 以 上 の力法 を採 っ た場合 に は 常 に design　 as

we 　go の 考 え 方で 行 か ね ばならぬ 事が 痛感 され た 。

す 。 測定は ，マ ノ メ ーターの 水銀 の読 みを とる だけで非

常 に 簡単で あ るが ，
こ の マ ノ メ ーター型 の もの は 水を 使

用す る の で 冬期 ，空気 に さらされ る 部分 が 凍結 し ， ガ

ラ ス 管が 何本 か 破壊 した の で ，そ れ以後 は 観測小屋 に 練

炭 をい れ て 凍結を防い だ ， 夏期 に は ， 鋼管内に ガ ス の 発

生 が あ り，ス ト レ イ ン ゲ
ー

ジ 型 の もの が 良か っ たか も知

　 　 　 　 tγP −4　マ ／メ
ーター

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 已 二
一
丿レ八イ フ

区
一13

ノ

全 ，・．

’1 − 一 一 一 ・一

f．9tk一さ一竜 。．“〜叱へら、　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
h
　，sKT　ミ ミ

−ーへ E

ミ
岡 い 軸 喚 こ u ミ

噛 噺 病 ヤ陥蝸

　 　 　 　 　 　 　 　 年 『日　
一

　　　　　　　　 図
一一12

写真
一1　 ピエ ゾ メ ータ ー先 端

5． 過剰水圧 の 測 定 法とそ の 結果

　間隙水E の 測定装 置に は ，マ ノ メ
ーター型 ，ダイ ヤ フ

ラ ム 型，及び ワ イ ヤ ス ト レ ン ゲ ージ 型 の 3 種が ある が ，

当現場で 使用 した の は ，マ ノ メ ーター型の もの で あ る 。

（図 ・−13，写真
一1 参照）。 そ の 設置位置を 図一14 に 示 写真

一2　測 定 小 屋 内 の マ ノ メ ータ
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図
一14

　　　　　　 写真
一3　聞隙水圧 測定小屋

れ ぬ。こ の 点新し く間隙水圧 の測定 を す る 場合検討すべ

きで あ る 。 測定され る間隙水圧 は 静水圧 も含ん で い る の

で ，こ れ を減 じた 値を過剰水圧 と し た 。 初期水圧 の 分布

が 果 し て 静水圧分布か ど うか疑問で あ っ た が ，そ の 後他

の現場や 土木研究所の 測定結果 よ りみて も，ほ とん ど静

水圧分布 で あ る 事が わか っ た 。 参考 の た め ，深 度 9m の

所 に 設置 した ，ピ ヱ ゾ メ ータ ーに よ る そ の 点 の 過剰水圧

の 日変化を 図
一1fill示す 。 夊盛土 高 と沈下量 の 変化を図

一16に 示す 。
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6． 押え盛 土

1・ 基礎崩凄に対する検討

　前述 の よ うな方法で 盛土 の 速度を管理 した が ，昭和33

年 1 月 21 日 に か な り大 きい 滑 りが 生 じた。こ れは 非常

｝こ 短期間 の 中に 起 り盛土中央 に ク ラ ッ ク が 生 じ全休的に

60〜7Dcm 沈 ドし側方 に 隆起 を 生 じた。局 部 的硝壊 は 何

度 か あ っ た が ．全 体的 に 辷 っ た の は 初め て な の で ，早

速 ，べ 9 ン テ ス ト等を行 い 辷 り面 の 位置を求め よ うと し

た 。 もち ろ ん 工 事 は中1ヒし た 。 こ の 脂壊 の 状況は 図
一17

写真
一41c示す 。

　ベ イ ン テ ス トの 結果 は 図
一10に 示 して ある ． こ れ に よ

る と，盛土 下部 に お い て は ， 粘着力 は 4 ・Otim2 は あ る

と 推定 され る。 し か し，盛 土 の底面 よ り外側，すなわ

ち ，法 面の 下，田 圃中 の 平均粘着力 は ，1．5　t，imL
’
程度 で あ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1
る の で ，全体 の 平均粘着力は ，

老
『
（4・OT1 ・5）÷ 2・75　timJ　 ”

と，推定され ， ま た 仮定 の 増加粘着力 は ，
2・99 恥 12 で

大体仮定 は 正 しか っ た と思 わ れ る．そ の 時の 所要粘着力

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 3．00
は 図

一11 よ り，3t／m2 で あ り，安全率は　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ≒ L2 で
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2，75
辷 りもやむをえない か もし れぬ 。 し か し 上記 の計算 に

は ，過剰水圧 の 初期圧力面積が 変化する事 （盛土 が 下 っ

て くる か ら）実際の 辷 りは ， 見挂「．け盛土高 に よ る。と い

う事実等を省略 して 計算 し て あ る の で ，こ れ等を 補正 し

て安 全 率 を 計算す る と ，
2 以 上 と な り，事実 と反 す る，，

写真
一4　盛上 中央 の ク ラ ッ ク
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岩繃 壞箇P，〒平葢図　　　　　C　　　　　　IOO　　　　200m
　 　 　 　 　 　 　 　 　 一

τ 了 了 岱 警 ≒ ．i夏重二
’

ジ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

　　　　　　　　　　　　　　 図 一17

前述の 平均粘着力 2・75tlm2 とい う値 は ，
ベ イ ン テ ス ト

に よ っ た の で 果 し て ベ イ ン テ ス トに よ る セ ン 断抵抗は あ

っ て も辷 りに対する 抵抗 は その 値 を その まま使えない と

も考えられ る 。 い ず れ に して も現場で ぽ判断し難い の

で ， 識者 の 御 批 判 を お 願 い した い 。

　 2．．
押 え盛 土

　以上 の 結果 よ りみ て ，
い ずれ に して も緩速工 法だけ で

は 圧密の 進行速度も遅 く，安全 率が 1．2 前後 （？）で 辷

る の で は ， 施工 上 不安もあ り押え盛土を施 工 した 。 こ の

押え盛土 の 大 ぎさ は ， そ の モ ーメ ン トと辷 り面 に 沿 うセ

ン 断抵抗に よ る モ ーメ ン ト との 和 が ，で きあ が っ た 盛 土

の 辷 ろ う とす る モ ーメ ン ト よ り 50％ だけ大ぎくな る よ

うに 決 め た 。 計算は 省略するが ，結局押え盛土は 2 ．5m

の 厚 さで 法先 よ り 20m の 点まで と した．こ れを 盛土 の

両側 に 施 工 し た の だ か ら，土量は ，10，000m3 を 越 え た

しか し こ れ に よ りよ うや く安定し現在 に 至 っ て い る 。 盛

土があ る程度で きて か らは こ の 他 に 手 の 打 ち よ うが な い

だ ろ う。結 局 最初か ら サ ン ドパ イ ル 工 法 を 採 用 す る か

（こ の よ うな地盤 に サ ン ドパ イ ル が 有効か ど うか は 疑問

で あ る が ）。 また は 何 ケ 所か の 盛土が連続 して ある場合 ，

最初 A の 盛土 を安全限界ま で 盛 り，次に B に 移 り，同様

に あ る高さで ス トッ プ し，続い て C ……と

行き，間隙水圧 の 測定，また は 直接 ベ イ ン

テ ス ター，サ ウ ン デ ィ ン グ ，ボ ーリン グ等で

A の 地 盤 の粘着力 の 増加 を 確 か め て か ら，

A に 戻 りそ の 粘着力に 対応 した 高 さ まで盛

土 を し て B に 移 る……こ の よ うに 階段的 に

施 11す る 方法 も考 えられ る 。 最終的に は 現

在土 木研究所砂防研究室 で ，本地点 の 近 く

で 試験中 で あ る が ， 盛 土 に 先立 ち あらか じ

め 地盤を固結 させ てか ら盛土 をする 丁 法 が

生れて くる。 し か し，土地 が 比較的安 く

（水田地帯 の 押え盛 土 は そ の まま扇と して

使用 で きる ）。人家 の ない 所 で は
一

応盛土

を し ， 辷 っ た ら押え盛土 を し て施 工 を続け

る とい う方法 も案外，安 くて 早 い 工法か も

知れ ぬ 。

　7． む す び

　以上 当事務所 で 実施 し た ，盛土 の 施 工 に つ い て述 べ た

が ，盛土 の 速度統制の 例が従来少 く， 我々 も未経験だ っ

た の で一貫した 調査 が で ぎず，工 事 の 後を追い か け る事

に な っ た こ とを残念 に 思 っ て い る 。 現在盛土は完成に 近

い が 終 ア後 も最終的な圧密量や盛土 自体 の 圧密量 を推定

す る た め ， 更に は 盛土前 の 土 の 性質の変化等を 調 べ る た

め ，ボ ー リ ン グ を計画 して い る 。 こ れ の 結果やその他の

細か い 問題 に つ い て は 又 ，次 の 機会 に 発表 し，御参考 に

供し た い 。こ れか らの 道路 は 用地等の 関係で 悪 い 地盤を

通過す る事 が 多い と思 わ れ る が ，こ の 報告が 何等か の 参

考 に なれば幸 い で ある 。 最後に こ の 調査に御指導をい た

だ い た 土 木研究所福岡技官に 心 か ら御礼申し上げ本報告

を終 りとす る 。
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